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独自の書体でヒバの板に描いた「らくがき書」を、子どもたちにと木下教育長に手渡しました。 

中里町での仕事帰りに観光物産館に立ち寄った相馬さんは、金木町校外生活指導協議会が作成した、 

児童生徒たちの標語の作品ポスターを見て感激。この着飾らない率直な表現をぜひらくがき書（相馬 

さんは自分の作品を総称してこう呼んでいる）にして、作品を作った児童生徒た こ、言了こm二よ 

現を大切にしてほしい」との願いをこめて寄贈。この16作品を紹介します。＝． ー 
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相馬署言でんほさスぢス 
昭和22年弘前市に生まれ、森田村で「らくがき屋」経ニ。 

⑥毎日の仕事：ステーキ屋さんの箸袋つくり 
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⑥出張の仕事【まつり札、日本酒ラベルの作成・‘． 

⑥時々の仕事：メニュー、看板、その他書くもt 了んでも 

⑥個 一展：今まで6回ほど 
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中里町での仕事帰りに観光物産館に立ち寄った相馬さんは､之金木町校外生活指導協議会が作成した
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両

h

けいこ始めで餅つき
刺から猛吹雪の1月11Ⅱ、金木剣武館（館長＝一戸彰晃）のけ

いこ始めが金木馨察署道場で行われました。
この1号I集まった小学生15人、中学生8人は、剣道着に着替えて

初げいこを開始。指導者のもと、気合の入った掛け声を上げ元気
いっぱい打ち込みの練習に汗を流していました。

練習を終えた少年剣士らは、馨察署車庫で餅つきをし、今年一
年元気に練習できるようにと、父母らが作った雑煮、きな粉やあ
んこをまぶした餅をおいしそうに食べていました。

●●●●●●●

●
●
●
●
●
●
●
●■

●
●
●
●
●
●
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雪かきボランティアで汗を流す
金木＃j'|1学校（

的な学習の時lNlを
お年符:り35人の家

校長＝小林榮一
利川して嘉瀬・
を2～4人の班
,】心地よい汗をi

一）の1年生全員が、総合
・喜良市地区の一人孫らし
班に分かれて訪れ、雪かき

｜ポﾗﾝﾃｨｱを行い心地よい11:を流しまLた。●

l)12211から始まったこのボﾗﾝﾃｨｱは､お年寄りと●

● のふれあいで他人を思いやる心を育てるためのもので、2
．●〃261]までに61ul実施しお年寄りに喜ばれました。
、ノ'三徒たちは｢|1lll1報告で「おばあさんが楽しみに待ってい

’てくれるので､がんばりたいです」と感想を述べていました。●

－－－－－－－－テニニー－

所得申告漁舅書の記入を学ぶ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ー
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1)12211、役場3階大会議案で農業所得青色IIJ告決算書
記入説|ﾘl会が|刑催され、金木町腱業経営者協議会員36人が
出席し決算番への記入方法など学びました。

説|ﾘ1会では識iIIIjの県農業会縦の相坂主事が、平成15年分
における腱業i腱I係の税制改正の概要と消斐税の取扱い及び
決算の際の留意点などを説|ﾘI。

会jiたちは、説|ﾘlを受けた点に気をつけて持参した農業
緋記を見ながら入念に決算!';:へ記入していました。

」

豆

『

初心者のためのウオーキング●
ll11.主催のリフレッシュ教室の逆勤実技「ウォーキングの

坐本と実践」が1月27H、'|1央公lt館大ホールで受識新11
人が参"llして開催されました。

受識荷たちは、水造llll.のインストラクタ一成IIIか｣診~さん
から快適に歩くためのポイント8唄||のii兇|ﾘlを受けたあと、
早速ホール|ﾉ1を音楽に合わせて成Illさんを先頭にウオーキ
ングを|刑蛉。続いて、家で簡単にできるエクササイズ「ス
マイルビクス」の脂導を受け「これからは家の''1でもやっ
てみたい」と,活していました。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●

1
1

31
ロ

鼓笛涜舅と歌で激励感間
金木幼稚l#il(|刺長＝片li'1八T･")の]診･ども赤|-'jg､年長紺.)|!{!|

児27人が2)1411、金木ﾘI)j院1階ロビーで歌と鼓怖波奏を披露し
入院忠荷らを激|肋しました。

｜刺児たちの手,活付きの欣やマーチングを取り入れた鼓笛演奏に、
兇ていた入院患淵・らから大きな拍手が送られました。

この後、杉lll院長が臆I児たちに今|!IIの慰問への感謝状をIIWり、
|刺児たちからは入院患者さんへプレゼントとしてくださいと下作
I）の小物を杉|||院瞳へ手渡しました。

･し 可
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パﾗﾝｽよい食習慣のための親子料理
金木町食生活改善推進委員会（会長＝青lllユキ）主催の学童朝食

欠食改善事業による親子料理教室が2月111]、中央公民館で親子約
50人が参加して行われました。

この教室で子どもたちに食事の大切さを知ってlIfおうと、岐初は
紙芝居で栄養のバランスについて学び、その後4班に別れ料理|淵始。
バンダナにエプロン姿の子と．もたちは、お母さんや会員が兄守る'|！
で慣れない手つきながら、豚肉のしょうが焼きなとゞ5111',の科III!を完
成。昼の試食では、自分で作った料理をおIｿ:さんらと一紺に美味し
そうに食べていました。

●●●●●●●
「
Ｊ

ｒ
■

●
●
●
●
●

q●
●
●
●
●
●
●
●
●

声

チャリティカラオケで自慢の甑掘露
2月13日、金木町料飲店組合（会長＝田中豊蔵）が主催した第8

回チャリティーカラオケ「2004年感謝の夕べ」が中央公民館で開催
されました。
三味線などのアトラクションの後に行われたカラオケには、10人

が出場し自慢の歌を披露し観客約200人から拍手喝采を浴びていま
した。最後にはビンゴケームが行われるなど会場は、大いに鵬り上
がっていました。

なお、売上の一部は社会福祉協議会へ寄付されます。

●●● ●●●●0

●

■

広報の『見出し』で見る当時ので壱ごと
第33号 昭和31年2月25日
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東京都杉並区に在住し、本会常任理事を務めている 

嘉瀬下派立出身の三上照雄さんのお便りを紹介します。 

霧
熱
熱
勲
報
報
 

ミ
ミ
iミ
＼II、、
 

一
妻一
 民
年
金
情
報
 

国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
 

国
民
年
金
金
保
険
料
の
納
付
は
今
ま
で
、
銀
行
、
郵
便
局
、
 

信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
農
業
協
同
組
合
、
漁
業
協
同
組
合
、
 

労
働
金
庫
等
で
し
た
が
、
新
た
に

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ァ
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

四
月
初
め
に

一
斉
に
送
付
さ
れ
る
平
成
十
六
年
度
分
の
納
付

書
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ァ
で
納
付
で
き
ま
す
の
で
、
仕

事
等
で
金
融
機
関
に
な
か
な
か
行
け
な
い
方
や
、
夜
間

・
休
日

し
か
時
間
が
な
い
方
な
ど
は
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
二
月
二
日
以
降
に
作
成
さ
れ
る
納
付
書
で
バ
ー
コ

ー
 

ド
が
印
字
さ
れ
た
も
の
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ァ
で
利
用
で

き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務

所
へ
お
間
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
 

皆
さ
ん
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
っ

も
し
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金

が
減
額
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
も
し
も
の
時
の
障
害
基
礎
年
金
、
 

遺
族
基
礎
年
金
も
受
け
取
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合

で
も
二
年
以
内
で
あ
れ
ば
潮
っ
て
納
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
 

国
民
年
金
は
あ
な
た
の
将
来
を
し
っ
か
り
応
援
し
ま
す
の
で
、
 

毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

国
民
年
金
保
険
料
に
か
か
る
不
審
人
物
の
訪
問
に
つ
い
て
 

最
近
、
「市
町
村
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の
集
金
に
き
ま
し
た
。」
 

と
い
う
事
例
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
 

現
在
、
国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
に

つ
い
て
は
、
青
森
・
八

戸
・
弘
前
・
む
つ
の
各
社
会
保
険
事
務
所
の
み
が
取
り
扱
っ
て

お
り
、
市
町
村
で
は
集
金
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
 

各
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
と
国
民
年
金
推
進
員
（
国
民
年

金
保
険
料
収
納
指
導
員
を
含
む
）
が
自
宅
を
訪
問
し
、
国
民
年

金
保
険
料
の
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
必
ず
、
「身
分
証
明

書
」
を
携
帯
し
て
お
り
ま
す
。
 

、一 

?
'
 

昭和58年上京しました。嘉瀬小学校、金木南中学校と相撲部に在籍し将来は関取を夢見ていたんです

が、今は板前をしています。 

東京へ出て、同郷の先輩で憧れの人でもありました二子岳（現荒磯親方）の経営していた「ちゃんこ

二子岳」（東京都杉並区阿佐谷）で、板前の修行をさせてもらいました。 

11年間 「ちゃんこ二子岳」で働いていましたが、親方が荒磯部屋を興す事になり惜しまれながら閉店

となりました。今は東京ドームの近くで働いています。 

平成 2年に同郷の嫁さんをもらい、現在長男12歳、長女 7歳

の 4人家族で、長男は相撲取りにしたかったんですが野球に夢中、 

長女は 1年生で元気いっぱいです。 

嘉瀬には毎年帰っています。中学の時は 4 クラスありましたが、 

皆忙しいらしく級友となかなか会う事ができません。今年のお

盆には帰るので皆に連絡を取ろうと思っています。 

年に1回の東京ふるさと金木会の総会には家族で出ています。 

嘉瀬の先輩方も多数出席していますので、まだ入会していない

お知り合いがいましたらぜひ会に入るようお勧めください。津

軽弁（嘉瀬弁）で話こして楽しいですよ。 

へば、まだ嘉瀬さ、もどたとぎに！ 

⑨ふるさと金木会の花見会を開催しますので、関東在住の知人、友人にお知らせください。 

[3月28日（日）・ 11時・東京都錦糸町 猿江恩賜公園・会費3,000円】 

【東京ふるさと金木会事務局】 〒170-0002 東京都豊島区巣鴨 1-3-22 アドニス天野 2F 

加藤税理士事務所内 	TEL 03-3942-8825・FAX 03-3942-9171 
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東京都杉並区に在住し、本会常任理事を務めている一

嘉瀬下派立出身の三上照雄さんのお便りを紹介します。 一
一
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昭和58年上京しました。嘉瀬小学校、金木南中学校と机撲部に在籍し将来は関取を夢見ていたんです

が、今は板前をしています。

東京へ出て、同郷の先輩で憧れの人でもありました二子岳（現荒磯親方）の経営していた「ちゃんこ

二子岳」（東京都杉並区阿佐谷）で、板前の1|多行をさせてもらいました。

11年間「ちゃんこ二子岳」で働いていましたが、親方が荒磯部屋を興す事になり惜しまれながら閉店

となりました。今は東京ドームの近くで働いています。

平成2年に同郷の嫁さんをもらい、現在長男12歳、長女7歳

の4人家族で、長男は相撲取りにしたかったんですが野球に夢中、

長女は1年生で元気いっぱいです。

茄瀬には毎年帰っています。中学の時は4クラスあI)ましたが、

皆忙しいらしく級友となかなか会う事ができません。今年のお

盆には＃,}るのでﾔに連絡を取ろうと思っています。

年に11且'の東京ふるさと金木会の総会には家族で出ています。

嘉瀬の先輩方も多数出席していますので、まだ入会していない

お知り合いがいましたらぜひ会に入るようお勧めください。津

●
〆~､

〃4型【

軽弁（嘉瀬弁）で話こして楽しいですよ。

へぱ、まだ嘉瀬さ、もどたとぎに！

◎ふるさと金木会の花見会を開催しますので、関東在住の知人、友人にお知らせください。

【31128H(II)･ll時・東京都錦糸町猿江恩賜公|1il･会我3,000｢'I】

【東京ふるさと金木会事務局】 〒170-0002東京都豊島区巣鴨1-3-22アドニス天野2F

加藤税理士事務所内TELO3-3942-8825・FAXO3-3942-9171

〃

●
阿
腿
年
金
保
険
料
の
氷
納
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
利

川
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

国
民
年
金
金
保
険
料
の
納
付
は
今
ま
で
、
銀
行
、
郵
便
肘
、

信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
農
業
協
川
組
合
、
漁
業
協
川
紺
介
、亜

、
１

労
働
金
庫
等
で
し
た
が
、
新
た
に
コ
ン
ビ
’
一
エ
ン
ス
ス
ト
ア
カ

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

川
月
初
め
に
一
斉
に
送
付
さ
れ
る
下
成
’
六
年
度
分
の
納
付

僻
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で
き
ま
す
の
で
、
仕

躯
等
で
金
融
機
関
に
な
か
な
か
行
け
な
い
〃
や
、
夜
間
・
休
川

し
か
時
川
が
な
い
″
な
ど
は
、
ぜ
ひ
ご
椚
川
く
だ
さ
い
。

な
お
、
二
川
《
一
Ⅱ
以
降
に
作
成
さ
れ
る
納
付
＃
で
バ
ー
コ
ー

ド
が
印
宇
さ
れ
た
も
の
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
利
川
で

き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
肢
滞
り
の
社
会
保
険
班
務

所
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

Ⅲ
腿
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

侍
さ
ん
、
川
雌
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

も
し
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
、
と
齢
堆
礎
年
金

が
減
額
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
も
し
も
の
時
の
障
押
堆
礎
年
企
、

遺
族
堆
礎
年
金
も
受
け
取
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合

で
も
「
年
以
内
で
あ
れ
ば
測
っ
て
納
め
る
こ
と
が
川
来
ま
す
。

Ｎ
民
年
金
は
あ
な
た
の
将
来
を
し
っ
か
り
応
援
し
ま
す
の
で
、

脈
川
の
川
乢
年
金
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

Ⅲ
腿
年
金
保
険
料
に
か
か
る
不
瀞
人
物
の
前
側
に
つ
い
て

雌
近
、
「
巾
川
村
か
ら
Ｎ
雌
年
余
保
険
料
の
集
金
に
き
ま
し
た
。
」

と
い
う
伽
例
が
発
唯
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
川
民
年
余
保
険
料
の
収
納
に
つ
い
て
は
、
付
森
・
八

戸
・
弘
前
・
む
つ
の
各
社
会
保
険
伽
務
所
の
み
が
取
り
扱
っ
て

お
り
、
巾
町
村
で
は
集
金
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

各
社
会
保
肋
聯
務
所
の
職
典
と
Ｎ
民
年
余
推
進
州
〈
（
脚
雌
年

金
保
険
料
収
納
脂
導
興
を
含
む
）
が
Ⅱ
七
を
油
Ⅲ
し
、
川
雌
年

金
保
険
料
の
州
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
必
ず
、
「
身
分
証
明

沖
」
を
挑
術
し
て
お
り
ま
す
。
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一
月
か
ら
、
こ
ち
ら
で
お

世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
藤
田
と
い
い
ま
す
。
 

今
回
は
、
最
近
学
会
で
も

話
題
に
な
る
こ
と
が
多
く
な

っ
た

N
A
s
H
（
非
ァ
ル
コ
 

ー
ル
性
脂
肪
性
肝
炎

）
や
、
 

最
近
の
肝
炎
の
治
療
に

つ
い
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が
異
常
に
沈
着
し
や
す
い
と

い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
沈
着
し
た
鉄
か
ら
肝
臓
に

障
害
を
与
え

る
物
質
が
作
ら

れ
、
肝
炎
が
活
性
化
、
増
悪

し
、
さ
ら
に
は
肝
細
胞
癌
を

発
生
さ
せ
る
要
因
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら

こ
の
鉄
を
除
去
す
る
こ
と
が
、
 

肝
炎
の
進
展
を
阻
止
す
る
こ

と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
実
際

の
方
法
と
し

て
は
、
 一
回
一
一

〇
〇
、
四
〇
〇
戒

の
血
液
を

一
、
二
週
間
ご
と
に
潟
血
し

ま
す
。
献
血
と
同
じ
要
領
で

す
。
 

こ
の
治
療
も
現
在
、
保
険

で
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
将
来
認
可
さ
れ

る
も
の

と
お
も
わ
れ
ま
す
。
 

以
上
簡
単
に
、
最
近
の
肝

臓
疾
患
に

つ
い
て
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
な

に
か
疑
問
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
外
来
で
お
気
軽
に
お

聞
き
く
だ
さ
い
。
 

す
。
潟
血
と
は
血
液
を
抜
い

て
捨
て
る
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。
昔
は
原
因
不
明
の
病
気

に
対
す
る
治
療
や
一
般
的
な

健
康
増
進
の
治
療
の
方
法
と

し
て
世
界
中
で
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
伝
統
的
な
治

療
法
が
現
在
で
は

c
型
慢
性

肝
炎
の
治
療
法
と
し
て
科
学

的
な
裏

つ
け
を
も
っ
て
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は

血
液
と
鉄
、
鉄
と
慢
性

c
型

肝
炎
と
い
う
関
連
か
ら
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

血
液
を
捨
て
る
と
い
う
こ

と
は
、
体
内
か
ら
鉄
分
を
消

費
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

と
い
う
の
は
、
血
液
中
の
赤

血
球
に
は
鉄
が
含
ま
れ
て
い

て
、
無
く
な
っ
た
血
液
を
補

う
時
に
は
、
体
内
の
貯
蔵
さ

れ
た
鉄
を
利
用
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
貯
蔵
鉄

が
も
っ
と
も
多
く
存
在
す
る

臓
器
が
肝
臓
で
す
が
，
慢
性
 

c
型
肝
炎

の
方
の
肝
臓
は
鉄
 

去
年
の
十
二
月
に
ペ
ガ
シ

ス
と
い
う
名
前
の
イ
ン
タ

ー
 

フ
エ
ロ
ン
が
ウ
イ
ル
ス
肝
炎

の
治
療
に
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
イ
ン
タ

ー
 

フ
エ
ロ
ン
が
従
来
の
も
の
と

違
う
の
は
従
来
の
も
の
が
週

三
回
投
与
し
な
け
れ
ば
け
な

い
の
に
対
し
て
、
週
一
回
投

与
で
い
い
と
の
利
点
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
治
療
効

果
も
、
従
来
の
イ
ン
タ
ー
フ

エ
ロ
ン
よ
り
も
高
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
現

在
レ
ベ
ト
ー
ル
と
い
う
イ
ン

タ
ー
フ
エ
ロ
ン
と
併
用
す
る

と
治
療
効
果
が
高
く
な
る
薬

と
の
併
用
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
近
い
将
来
、
併
用

が
認
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
ま

す
の
で

c
型
慢
性
肝
炎
の
治

療
効
果
は
現
状
よ
り
改
善
さ

れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

c
型
慢
性
肝
炎
の
治
療
と

し
て
最
近
注
目
さ
れ

て
い
る

治
療
に
潟
血
療
法
が
あ
り
ま
 

て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

肝
臓
が
悪
く
な
る
原
因
と

し
て
は
、

B
型
肝
炎
や
c
型

肝
炎
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
ル
や

ア
ル
コ
ー
ル
が
有
名
で
す
が
、
 

ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ま
な
い
の

に
肝
臓
に
脂
肪
が

沈
着
し
、
 

何
ら
か
の
原
因
で
肝
臓
に
炎

症
が
生
じ
て
肝
臓
が
悪
く
な

る
病
気
が
報
告
さ
れ
、

N
A
 

s
H
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
近
年
脚
光
を
あ
び
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
 

高
度
肥
満
者
の
多
い
ァ

メ

リ
カ
で
こ
の
病
気
は
急
増
し

て
お
り
、
人
口
の
三
％
が
こ

の
病
気
に
擢
患
し
て
い
る
と

も
い
わ
れ
、

こ
の
患
者
の
一

割
が
肝
硬
変
と
も
言
わ
れ

て

い
ま
す
。
 日
本
で
は
ア
メ
リ

カ
ほ
ど
患
者
数
は
多
く
な

い

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
日
本
も

食
生
活
が
欧
米
化
し
て
お
り
、
 

患
者
数
が
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
 

―
 

×
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一

一
月
か
ら
、
こ
ち
ら
で
お

世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
藤
田
と
い
い
ま
す
。

今
回
は
、
最
近
学
会
で
も

話
題
に
な
る
こ
と
が
多
く
な

っ
た
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
（
非
ア
ル
コ

ー
ル
性
脂
肪
性
肝
炎
）
や
、

最
近
の
肝
炎
の
治
療
に
つ
い
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て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

肝
臓
が
悪
く
な
る
原
因
と

し
て
は
、
Ｂ
型
肝
炎
や
Ｃ
型

肝
炎
な
ど
の
ウ
ィ
ル
ス
ル
や

ア
ル
コ
ー
ル
が
有
名
で
す
が
、

ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ま
な
い
の

に
肝
臓
に
脂
肪
が
沈
着
し
、

何
ら
か
の
原
因
で
肝
臓
に
炎

症
が
生
じ
て
肝
臓
が
悪
く
な

る
病
気
が
報
告
さ
れ
、
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ｈ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
近
年
脚
光
を
あ
び
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

高
度
肥
満
者
の
多
い
ア
メ

リ
カ
で
こ
の
病
気
は
急
増
し

て
お
り
、
人
口
の
三
％
が
こ

の
病
気
に
罹
患
し
て
い
る
と

も
い
わ
れ
、
こ
の
患
者
の
一

割
が
肝
硬
変
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
日
本
で
は
ア
メ
リ

カ
ほ
ど
患
者
数
は
多
く
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
日
本
も

食
生
活
が
欧
米
化
し
て
お
り
、

患
者
数
が
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 ●

去
年
の
十
二
月
に
ペ
ガ
シ

ス
と
い
う
名
前
の
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
が
ウ
イ
ル
ス
肝
炎

の
治
療
に
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
が
従
来
の
も
の
と

違
う
の
は
従
来
の
も
の
が
週

三
回
投
与
し
な
け
れ
ば
け
な

い
の
に
対
し
て
、
週
一
同
投

与
で
い
い
と
の
利
点
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
治
療
効

果
も
、
従
来
の
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ロ
ン
よ
り
も
高
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
現

在
レ
ベ
ト
ー
ル
と
い
う
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
と
併
用
す
る

と
治
療
効
果
が
高
く
な
る
薬

と
の
併
用
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
近
い
将
来
、
併
用

が
認
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
Ｃ
型
慢
性
肝
炎
の
治

療
効
果
は
現
状
よ
り
改
善
さ

れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

Ｃ
型
慢
性
肝
炎
の
治
療
と

し
て
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る

治
療
に
潟
血
療
法
が
あ
り
ま

す
。
潟
血
と
は
血
液
を
抜
い

て
拾
て
る
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。
昔
は
原
脚
不
明
の
病
気

に
対
す
る
治
療
や
一
般
的
な

健
康
蛎
進
の
治
療
の
方
法
と

し
て
世
界
中
で
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
伝
統
的
な
論

療
法
が
現
在
で
は
Ｃ
剛
慢
性

肝
炎
の
治
療
法
と
し
て
科
学

的
な
裏
つ
け
を
も
っ
て
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は

血
液
と
鉄
、
鉄
と
慢
性
Ｃ
刑

肝
炎
と
い
う
関
連
か
ら
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

血
液
を
捨
て
る
と
い
う
こ

と
は
、
体
内
か
ら
鉄
分
を
消

費
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
い
う
の
は
、
血
液
中
の
赤

血
球
に
は
鉄
が
含
ま
れ
て
い

て
、
無
く
な
っ
た
血
液
を
補

う
時
に
は
、
体
内
の
貯
蔵
さ

れ
た
鉄
を
利
用
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
貯
蔵
鉄

が
も
っ
と
も
多
く
存
在
す
る

臓
器
が
肝
臓
で
す
が
，
慢
性

Ｃ
型
肝
炎
の
方
の
肝
臓
は
鉄

●

が
異
柑
に
沈
着
し
や
す
い
と

い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
沈
府
し
た
鉄
か
ら
肝
臓
に

障
害
を
与
え
る
物
質
が
作
ら

れ
、
肝
炎
が
活
性
化
、
増
悪

し
、
さ
ら
に
は
肝
細
胞
焔
を

発
化
さ
せ
る
要
川
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら

こ
の
鉄
を
除
去
す
る
こ
と
が
、

肝
炎
の
進
展
を
川
止
す
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
実
際

の
〃
法
と
し
て
は
、
一
川
三

○
○
～
川
○
○
岬
の
血
液
を

一
～
二
週
間
ご
と
に
潟
血
し

ま
す
。
献
血
と
同
じ
要
領
で

す
。

こ
の
治
療
も
現
在
、
保
険

で
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
将
来
認
可
さ
れ
る
も
の

と
お
も
わ
れ
ま
す
。

以
上
簡
単
に
、
最
近
の
肝

臓
疾
患
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
な

に
か
疑
問
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
外
来
で
お
気
軽
に
お

●

た
ら
、
外
来
で

聞
き
く
だ
さ
い
。

弱
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眉船"戸籍の窓はじめまし
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はるひ

松谷晴暘〈ん(1月'4日生）
つ（おめでと

壬

暉
晴
”
陽
四
男

木
木
木

金
金
金

直
直
顕

政
政
昌
ｉ
ｉ

ひ
陽
た
向
が
我

庁
■■松谷L

松谷

前多

回 国おくやみ

白川テイ（67才）金． 木

大橋幾文（78才）喜良市

古川茂美（70才）粥瀬

古川角雄（73才）喜良市

金l鴫ナヨ（93才）川倉

板谷幸一（63才）金 木

嶋 海 悪 子 （ 5 7 才 ） 嘉瀬

ひなた

松谷陽向ちゃん(1月'4日生）
|’L 可

垂

● ’

ぐ 松 坂 り せ （ 8 5

r=r
』

三人仲良く元気に行ってね!！

（父・政II'l:":･千恵子より）

ゆうが

前多勇我<ん（1月'8日生）

三人仲良く元気に行ってね!！

（父・政IIIl：〃:・千恵子より）

ゆうが

前多勇我<ん（1月'8日生）

この欄は金木町に住所を有している

掲載を希望しない方は町民課窓口に届

この欄は金木町に住所を有している

掲載を希望しない方は町民課窓口に届
垣/必､、

可

可
FF

可 ■可■
広
縦
か
な
ぎ
．
Ⅱ
げ

に
磯
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
訂
帷
し
て
お
花
び

巾
し
上
げ
ま
す
。

▼
九
ペ
ー
ジ

「
凧
づ
く
り
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
柵
の
ｎ
．
川
芥
黛

政
く
ん
が
施
政
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

▼
Ｉ
ペ
ー
ジ

「
金
木
州
院
カ
ル
テ
」

州
の
院
腿
杉
川
讓
さ
ん

が
縦
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。 お

詫
び
と
訂
正

→＝→＝

●

」
Qゴ
"m

哺一』
Lー 」
Qゴ
ノr・

哺一』
Lー

、 ｜」!』

ﾉ<きくなったら、・緒に遊ぼうね。
(l'li･捷衣より）

ﾉ<きくなったら、・緒に遊ぼうね。
（Ⅲ|i・捷衣より）

〆

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
た
い
方
は
企
画
観
光
課
ま
で

◎
届
い
て
い
ま
す

囮
川
九
Ⅱ
小
銭
入
れ
（
紺
色
）

Ⅲ
然
休
碇
村
椅
叩
セ
ン
タ
ー
山
側
陥
止

、
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
カ
ギ
（
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
付
）

火
束
ヶ
脈
賂
ｋ

※
心
Ⅷ
た
り
の
〃
は
企
水
弊
察
將
溶
し
物
係

ま
で

囮
．
〃
’
九
Ⅲ
和
装
用
バ
ッ
ク
市
芭
・
数
珠
人
且

岬
汁
良
巾
汕
防
セ
ン
タ
ー
リ

※
心
叫
た
り
の
〃
は
Ⅸ
膝
蔽
ま
で

公
八
：
。
’
：
：
ゞ
一
・
・
（

■

伝
言
根

寅
冒
書

、

可

|11年l'il)l比

△85人

△65人

a150人

2(）

lノM<現在

yj5,535人

女6,172人

計11,707人

世伶数4，085

Lで］
一

女6,172人

計11,707人

世伶数4，085

△65人

a150人

2(）

、PP

■ 可P

｜
’

4’ 広"qなぎ7鐸2月号〃

発行／金木町〒037-0202冑森県北津軽郡金木町大字金木字朝日山323

編集／企画観光課恋0173-53-2111(内線239）ホームページアドレス／http://www,kanagijp


